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内挿コイルによる渦流探傷検査（内挿ＥＴ） 

1. 原理

2. 主な仕様

No. KK-0160

 渦流探傷試験（ＥＴ）は、試験体表面あるいは表層近くに存在するきずを検出する場合に適用されます。
材質が導電性材料であればすべてに適用可能です。形状が単純な管や棒の製品検査へ適用されていま
すが、熱交換器用伝熱管、機械部品等の保守検査にも使用されています。

 特に内挿コイルを用いたＥＴ検査は石油・化学プラント、発電所等に多く設置された熱交換器の保守検査
において、伝熱管の減肉状況を把握するために必要不可欠の検査となっています。
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図１ 渦流探傷検出信号及び減肉率推定曲線の例

図２ 熱交換器用伝熱管の内挿ＥＴ

 同一のコイルを２つ並べたプローブを用いて
探傷すると、きず深さに応じた信号が検出され
ます。内挿ＥＴでは、人工きずを用いた減肉率
の推定曲線を作成することにより、検出信号
の位相角から管外面および管内面の弁別お
よび深さ（肉厚に対する減肉率）の推定が可
能となります。

（１）渦流探傷装置
① 励磁方式：３重周波数型電磁誘導法

自己誘導自己比較型／標準比較型（いずれかを選択）
３チャンネルのコイルを独立して単周波数で使用可能

② 試験周波数範囲：５００Ｈｚ～２ＭＨｚ
③ ブリッジバランス：電子式オートバランス、追従式バランス
④ 増幅度設定：０ｄＢ～５０ｄＢ（０．１ｄＢステップ）
⑤ 位相設定：０ｄｅｇ～３６０ｄｅｇ（０．５ｄｅｇステップ）
⑥ ローパスフィルター：４段階切り替え、１ｋＨｚ、２５０Ｈｚ、

３０Ｈｚ、その他（１０Ｈｚステップで３チャンネル個別に設定可
能）
－２４ｄＢ／Ｏｃｔ

⑦ 動作環境
温度： １０℃～４０℃、湿度：１０％～８５％（結露なきこと）
入力電源：ＡＣ１００Ｖ±１０％、５０／６０Ｈｚ、３０ＶＡ

（２）自動巻取り機
① ケーブル排出速度：０．５～３ｍ／ｓ
② ケーブル巻取り速度：０．５～１．５ｍ／ｓ

（３）被検査材
黄銅管、ステンレス鋼管、チタン管等

 金属等の導体に、交流を流したコイルを接近させると、電磁誘導により渦電流が発生します。割れ
などのきずがあると渦電流分布が変化し、コイルに誘起される電圧が変化します。この変化を検出し
て探傷します。
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お問合せはこちら

技術のお問合せ先:計測・検査事業部　技術営業部　TEL:06-6414-2268

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/

